
                                                                                                                                                                             

令和３年６月議会報告 

皆様には真心のご支援、ご理解を賜りまして誠にありがとうございます。現在、ワクチン接種も進ん

でおりますが、感染対策を引き続き行いながら少しずつ社会活動ができることを期待しております。

さて、6月定例議会が 6月 11日から 6月 28日まで開催されました。今期は各委員会の改正があ

りました。私は建設・経済委員会の委員として 2年間しっかり審議して参ります。一般質問と 6月

補正予算の主な事をご報告致します。 

 

令和３年３月１３日の豪雨被害を教訓に治水対策の推進を求める要望書を公明党として４月１２日

に市長に提出致しました‼ 

６月補正予算として大雨による浸水被害等への対策費約２億１千万円計上され可決致しました。 

主な項目として（ショップス前の鬼高地区浸水対策、田尻４丁目マンホールポンプ設置、 

二俣・原木排水区浸水対策、妙典ポンプ場増強、押切ポンプ場改修等）です。 

一般質問！ 

【１】 高谷・田尻地域の雨水管渠の整備状況について 

     外環道路整備に伴い、雨水排水系の整備を高谷・田尻地区を対象に優先地区として、管渠整

備を継続して行っていますが整備状況を伺います。 

現在、高谷１号幹線幹渠は約８０メートル完成、高谷２号幹線幹渠は１０メートル完成し

ております。今年度より高谷２丁目８番地先から田尻５丁目１９番地先の県道船橋行徳線

ます。までの約４００メートルの区間工事する予定です。また、田尻４丁目９番地先の田

尻少年広場周辺は浸水常襲地域となっていますが、当該地区まで幹線幹渠整備が進捗する

にはまだ時間を要することから、応急的な対応として６月補正にてこの場所にマンホール

ポンプ設置を計画し今年度中に工事着手致し、来年度の台風シーズンまでに完成させる予

定です。 

      対策の声を強く訴えてまいりました。大変感謝いたします。そこでマンホールポンプ設置

の内容と効果について伺います。 

地形的に、出来るだけ低い箇所にマンホールポンプを設置し、冠水した雨水を強制的に、

約１７０メートル東側に在る、既存水路に排水します。この事で田尻第２少年広場の南側

道路で頻発している浸水被害の軽減が図られると考えます。 
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【２】子育て支援について 

      妊婦が集まれるプレ親学級は 1月に中止され、今年度から終了したと伺いました。感染

予防対策を行いプレ親学級を再開できないか伺います。 

現在、2月から公式チャンネルにて「赤ちゃんのお風呂の入れ方を学ぼう」「家族が協力

できることを考えよう」などの動画を配信して学んでいます。 

感染症の蔓延状況を踏まえ、今後は来所型、動画による視聴型それぞれのニーズを把握し 

どのような方法が良いのか研究していきます 

【３】多胎妊娠の妊婦健康診査に係る費用補助の導入について 

      多胎妊娠により、病院に行く回数や妊婦健診も増え、心身共にまた、経済的に大変との

お声を伺い通常の健康診査 14回を超えた場合の補助について２０１９年１２月議会に

て質問致しました。その際調査から始めるとの事でした。その後の状況を伺うと共に今

年度から、国は多胎妊娠の妊婦健康診査支援事業として、新規に予算が組まれています。

事業の目的と概要、本市において導入の考えを伺います。 

                                 

 

 

【４】がん検診受診率向上の為の実態把握とアピアランスケア（外見ケア）の推進について 

    がん検診受診率を向上させるために努力をしている事はわかりますが高止まりとなってい

ます。各種保険組合や人間ドックなどの受診している方もいると思いますが、未受診の理由

を精査し具体的な取組みが必要と思いますが考えを伺います。 

また、アピアランスケアは、がんの治療によって生じた外見の変化を補い、患者さんの苦痛

を軽減するため必要であるケアです。経済的な負担軽減の為に医療用ウィッグ、人工乳房、

乳房保護補正下着等の購入費助成金制度の導入を伺います。 

    国民健康保険・社会保険問わず、未受診への実態把握は必要であると考えています。今後、

アンケートを含め有効な手段を検討し具体的な取組みの材料としていきます。また、アピア

ランスケアに対する助成制度の対応については、今後調査・研究して参ります。 

要望 この助成制度は、浦安市や葛飾区等多くの自治体が行っています。社会との接点を増やす後押

しになる為の支援、また、市のエールでもあると思います。是非とも導入を強く要望致しま

す。 
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本市における多胎妊娠の受診状況については、令和元年

度に妊娠届出書に多胎妊娠であると記載した 41人のう

ち 34人を調査しました。6人の方が 14回以上の健診

を受けていました。国は、多胎妊娠の妊婦に対し、頻回

の妊婦健康診査受診を推奨しています。そのため受診に

伴う経済的負担の軽減を目的として一部助成し、その費

用の 2分の１を国が補助する事としています。本市にお

いても、多胎妊娠の妊婦健診の重要性は認識しており関

係部署との調整を進めて参ります 


